
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

112,000 112,000 112,000 336,000 112,000 112,000 336,000 109,000 109,000 109,000 109,000 436,000 1,108,000

112,000 112,000 112,000 336,000 112,000 109,000 333,000 109,000 109,000 68,000 68,000 354,000 1,023,000

69,989 113,963 102,756 286,708 96,961 53,728 259,348 90,454 55,018 56,790 35,835 238,097 784,153

112,000 112,000 112,000 336,000 112,000 112,000 336,000 109,000 109,000 109,000 109,000 436,000 1,108,000

112,000 112,000 112,000 336,000 112,000 109,000 333,000 109,000 109,000 68,000 68,000 354,000 1,023,000

69,989 113,963 102,756 286,708 96,961 53,728 259,348 90,454 55,018 56,790 35,835 238,097 784,153

講師謝礼の減、
消耗品の増

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度同額前年度同額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額 108,659

事業費予算の
内容

講師謝礼の減、
消耗品の減

講師謝礼の減、
消耗品の減

講師謝礼の減、
消耗品の減

前年度同額

予算計上額 112,000

講師謝礼
66,000円
消耗品 36,000円
食糧費 10,000円

108,659

事 業 費 合 計 計　画　額 112,000

講師謝礼の減 前年度同額 前年度同額

講師謝礼の減、
消耗品の減

メイン事業の中止
による講師謝礼、
消耗品費の減　3
月補正 △32千円

前年度同額 講師謝礼を交通
費相当としたこ
とによる減

予算計上額

112,000

予算計上額 112,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成13年、道内在住の留学生等とのふれあい交流を目的に２泊３日のホームスティ事業が始まりで、平成14年から16年までは、北海道大学留学生を対象に事業を行い、平成17年度からは、砂川市のＡＬＴ（英語指導助手）や近隣市町のＡＬＴ
などを活用した事業となった。また、砂川高校のＥＳＳ部が参画している。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 国際交流ふれあい事業 平成　13　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

目的
(何のために実施する
のか）

国際交流ふれあい委員会と連携・協力し、広く市民に国際交流・国際理解の場を提供することにより、広い視野の中で
自ら考え、主体的に判断し行動できる人材を育成する｡

国際交流ふれあい委員が中心となり、外国語指導助手を活用し体験活動や交流活動を行なう。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民 外国語指導助手との交流により、市民が異文化への理解を深め、国際感覚が養われる。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

(26年度)

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

講師謝礼
63,000円
消耗品 46,000円

講師謝礼
66,000円
消耗品 46,000円

講師謝礼の減

実績との比較
（増減理由）

メイン事業の中
止により講師謝
礼が減額

講師謝礼
22,000円
消耗品46,000円

講師謝礼
22,000円
消耗品46,000円

講師謝礼
63,000円
消耗品 46,000円

講師謝礼
63,000円
消耗品 46,000円

講師謝礼
54,000円
消耗品 50,000円
食糧費 8,000円

講師謝礼
54,000円
消耗品 50,000
円
食糧費 8,000円

講師謝礼
54,000円
消耗品 50,000
円
食糧費 8,000円

講師の増員に伴
い講師謝礼の増
額

消耗品費の減



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 20 20 20 20 20 20 20 20 20

実績値 12 21 22 22 21 20 19 21 2

計画値 97.0 97.0 97.0 97.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 82.0 100.0 97.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

達成されている 達成されている ほぼ達成されている

上がっている 変わらない 少し上がっている

上がっている 変わらない 変わらない

総合評価 極めて良好である 極めて良好である 良好である

自己分析：
メイン事業の中
止により指標は
達成できていな
いが、外国の文
化に触れ、外国
人との交流を図
る事業として目
的を達成してい
る。また、近隣
のALTや砂川高
校ESS部の参加
を得て国際交流
ふれあい委員会
の企画運営のも
と連携した事業
展開ができてい
る。

自己分析：
近隣のALTとの
交流が進み、多
くの外国人が参
加する事業とし
て定着してい
る。また、砂川
高校ESS部の積
極的な参画体制
も確立され、国
際交流ふれあい
委員会の企画運
営のもと良好に
事業が推進され
ている。

自己分析：
近隣のALTとの
参加協力体制が
確立され市民
ニーズに合った
手法で事業展開
されている。

判断理由：
目的が達成され
参加者満足度も
高い事業であ
る。国際交流ふ
れあい委員会を
中心に、更なる
事業の充実が期
待できる事業と
して極めて良好
と判断した。

自己分析：
近隣ALTの参加
協力体制の確立
により、親子で
参加する事業と
して定着してお
り、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと良好に
事業展開されて
いる。

自己分析：
近隣ALTの参加
協力体制の確立
により、親子で
参加する事業と
して定着してお
り、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと良好に
事業展開されて
いる。

判断理由：
目的度・達成度
の高い事業であ
る。国際交流ふ
れあい委員会の
自主運営度も高
まってきてお
り、きわめて良
好と判断でき
る。

自己分析：
近隣ALTの参加
協力体制の確立
により、親子で
参加する事業と
して定着してお
り、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと良好に
事業展開されて
いる。

自己分析：
近隣ALTの参加
協力体制の確立
により、親子で
参加する事業と
して定着してお
り、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと概ね良
好に事業展開さ
れている。

自己分析：
近隣ALTの参加
協力体制の確立
により、親子で
参加する事業と
して定着してお
り、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと概ね良
好に事業展開さ
れている。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響によりメイン
事業を中止し、
内容を変更して
の事業実施と
なったため活動
指標は計画値に
及ばなかった
が、国際交流ふ
れあい委員会の
自主的な企画運
営のもと概ね良
好に事業展開さ
れている。

判断理由：
活動指標は概ね
計画値に達して
おり、成果指標
は計画値に達し
ていることから
事業の達成度や
成果は良好な状
態であり、効率
性も大きく変
わっていないこ
とから、全体と
しては良好であ
ると判断した。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

H30：
国際化の進展を踏まえ、学習指導要領が改定され、小学校における英語学習がはじまっていることをは
じめ、国際交流の推進は社会の要請として重要であることから、継続して実施する。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
小学校での外国
語学習の開始や
近隣のALTの参
加協力体制の確
立により親子で
参加する事業と
して定着してい
る。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：国際化が進み、外国の文化や外国人との触れ合いを求める市民
のニーズは高まっていることから継続して事業を実施する。

H28：
小学校での英語学習の重要度が高まっており、市民の中においても
外国人との交流の需要は高まっていることから、継続して事業を実
施する。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/人/延）

20

24

100.0

成果指標１
（単位/％　）

97.0

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：外国人の参加人数 指標の求め方：年間延べ人数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参加者の満足度 指標の求め方：参加者アンケートで事業目的が達成された（大人）、楽しかった（子ども）と回答した人の割合



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

56,000 56,000 56,000 168,000 56,000 56,000 168,000 56,000 56,000 56,000 56,000 224,000 560,000

56,000 56,000 56,000 168,000 0 36,000 35,000 38,000 38,000 147,000 315,000

56,000 56,000 56,000 168,000 0 35,000 38,000 38,000 0 111,000 279,000

28,000 28,000 28,000 84,000 28,000 28,000 84,000 28,000 28,000 28,000 28,000 112,000 280,000

28,000 28,000 28,000 84,000 0 18,000 17,000 18,000 18,000 71,000 155,000

28,000 28,000 28,000 84,000 0 17,000 18,000 18,000 0 53,000 137,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

28,000 28,000 28,000 84,000 28,000 28,000 84,000 28,000 28,000 28,000 28,000 112,000 280,000

28,000 28,000 28,000 84,000 0 56,000 57,000 56,000 56,000 225,000 309,000

28,000 28,000 28,000 84,000 0 58,192 55,747 54,600 0 168,539 252,539

30,000 30,000 30,000 90,000 30,000 30,000 90,000 30,000 30,000 30,000 30,000 120,000 300,000

30,000 30,000 30,000 90,000 142,000 142,000 426,000 32,000 33,000 30,000 30,000 125,000 641,000

29,785 29,944 29,795 89,524 141,449 141,704 424,806 31,000 30,000 30,000 0 91,000 605,330

142,000 142,000 142,000 426,000 142,000 142,000 426,000 142,000 142,000 142,000 142,000 568,000 1,420,000

142,000 142,000 142,000 426,000 142,000 142,000 426,000 142,000 142,000 142,000 142,000 568,000 1,420,000

141,785 141,944 141,795 425,524 141,449 141,704 424,806 141,192 141,747 140,600 0 423,539 1,273,869

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 高齢者教育推進事業 平成　13　年度　～　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

老人クラブ連合会と協議し内容を決定する。
市民大学講演会の中の１講座として介護予防講演会を実施する。

目的
(何のために実施する
のか）

講演会を実施し、高齢者の介護予防に役立てる。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

高齢者及び市民 介護予防の講演を聴くことにより、健康管理や生きがいづくりに繋がり、介護予防に役立つ。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

高齢者大学として高齢者に対する講演会を実施していたが、平成20年度より市民大学講演会の1回を高齢者向けの講演として実施。
平成22年度からは、砂川市老人クラブ連合会と連携し、老人クラブ研修会終了後引き続き講演会を実施することで、たくさんの高齢者の参加を得ている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

地 方 債 計　画　額

56,000

予算計上額

計　画　額 28,000道 費

実　績　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

30,000

実　績　額

28,000

予算計上額

そ の 他 計　画　額

前年度同額

141,653

予算計上額 142,000

実　績　額

事業の中止による
講師謝礼、消耗品
費の減　3月補正
△142千円

141,653実　績　額

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

事 業 費 合 計 計　画　額 142,000

142,000予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

実績との比較
（増減理由）

同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

前年度同額 前年度同額

同額 消耗品費の増 同額

前年度同額

同額 同額同額 同額同額

前年度同額

事業費予算の
内容

前年度同額 前年度同額前年度同額 前年度同額

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円

講師謝礼
100,000円
消耗品 42,000
円



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 100 100 100 100 100 100 100 100 100

実績値 96 85 113 87 90 69 70 44 ―

計画値 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

実績値 100.0 97.9 94.4 97.6 100.0 84.0 57.2 100.0 ―

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

変わらない 少し上がっている 少し上がっている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 良好である 良好である 良好である

自己分析：
砂川市老人クラ
ブ連合会と連携
し、ニーズ把握
や事業周知を
行っている。ま
た、老人クラブ
研修会の後に引
き続き講演会を
開催すること
で、参加者の確
保を行い、老人
クラブ連合会か
らも好評を得て
いる。

自己分析：
老人クラブ連合
会と連携が深ま
り、講演会の参
加者が定着して
いることから、
たくさんの高齢
者の学びの機会
となっている。

自己分析：
老人クラブ連合
会と連携するこ
とで講演会の参
加者が定着し高
齢者が学びの場
に参加するきっ
かけとなってい
る。

判断理由：
生きがいづくり
や健康管理に役
立つ講演会を聞
き、介護予防に
つなげる事業と
して、参加者も
多く、満足度も
高いことから良
好と判断した。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催によ
り多くの高齢者
が参加できる事
業となってい
る。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催によ
り多くの高齢者
が参加できる事
業となってい
る。

判断理由：
介護予防の観点
から認知症・身
体機能低下防止
といったテーマ
の講演会となっ
ているが、講師
選定の時点から
老人クラブ連合
会と調整すると
こにより、ニー
ズをとらえた満
足度の高い事業
となっており良
好と判断した。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催によ
り多くの高齢者
が参加できる事
業になるよう配
慮しているが、
各指標が計画値
には及ばなかっ
た。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催によ
り多くの高齢者
が参加できる事
業になるよう配
慮しているが、
各指標が計画値
には及ばなかっ
た。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催によ
り多くの高齢者
が参加できる事
業になるよう配
慮しているが、
活動指標が計画
値には及ばな
かった。

自己分析：
講師選定の段階
から老人クラブ
連合会と連携し
て講演会の内容
を精査し、研修
会後の開催とす
ることで多くの
高齢者が参加で
きるよう配慮し
て計画したが、
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響により事業が
中止となったた
め、各指標に該
当する実績値は
ない。

判断理由：
活動指標は計画
値に及ばなかっ
たが、7割近く
の実績をあげて
いることや成果
指標が計画値に
及んでいない
が、平成29年と
30年の平均では
7割近くの実績
を挙げており、
一定程度の達成
度や成果があ
がっているが、
効率性が大きく
変わっておいな
いため、全体と
しては良好であ
ると判断した。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：事業参加人数 指標の求め方：年間延べ人数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：事業の満足度 指標の求め方：参加者アンケートで事業目的が達成されたと回答した人の割合

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

活動指標１
（単位/人/延）

100

98

成果指標１
（単位/％　）

90.0

91.2

H30：
人口の減少等の影響により、参加者数が減少傾向にあり、事業内容によって事業の満足度にばらつきは
あるが、介護予防につながる学習機会の確保は高齢者教育の推進にとって重要であり、学習ニーズを丁
寧に把握しながら事業を展開し、事業の満足度を向上させることにより、人口減少が予想される中に
あっては参加者数の減少はやむを得ない情勢になってきているが、一定程度の参加者は維持できるもの
と考えられることから、継続して事業を実施する。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
老人クラブ連合
会との連携によ
りニーズに応じ
た講演会を実施
することで評価
の高い事業と
なっている。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
高齢者のニーズに応じた講演会を実施することで、参加者も多く満
足度も高いことから、継続して事業を実施する。

H28：
参加者数が多く、満足度も高いため継続して事業を実施する。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

840,000 840,000 840,000 2,520,000 843,000 843,000 2,529,000 817,000 817,000 817,000 817,000 3,268,000 8,317,000

840,000 794,000 794,000 2,428,000 843,000 843,000 2,529,000 817,000 817,000 825,000 832,000 3,291,000 8,248,000

806,400 793,800 793,800 2,394,000 842,400 842,400 2,527,200 816,480 816,480 824,040 831,600 3,288,600 8,209,800

840,000 840,000 840,000 2,520,000 843,000 843,000 2,529,000 817,000 817,000 817,000 817,000 3,268,000 8,317,000

840,000 794,000 794,000 2,428,000 843,000 843,000 2,529,000 817,000 817,000 825,000 832,000 3,291,000 8,248,000

806,400 793,800 793,800 2,394,000 842,400 842,400 2,527,200 816,480 816,480 824,040 831,600 3,288,600 8,209,800

印刷製本費　 印刷製本費　 印刷製本費 印刷製本費 印刷製本費 印刷製本費 印刷製本費 印刷製本費 印刷製本費

実　績　額

地 方 債 計　画　額

事 業 費 合 計 計　画　額

見積もり合わせ
による減実績との比較

（増減理由）

見積もり合わせ
による減

見積もり合わせ
による減

同額 見積もり合わせ
による減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

見積もりによる
増額

同額 見積もりによる
増額

見積もりによる
減額

実　績　額 842,400

843,000

同額 見積もり合わせ
による減

見積もり合わせ
による減

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

実　績　額 842,400

事業費予算の
内容

印刷製本費

同額 消費税率の引き
上げ予定による
増

予算計上額 843,000

同額 同額 発行部数見直し
による減

消費税率引き上
げによる増

見積もり合わせ
による減

同額

予算計上額

843,000

予算計上額 843,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成20年度より町内会への回覧を開始し、広く市民に情報提供ができるようになった。
平成23年度より家庭教育サポート企業へ配布を始めた。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 オアシス通信発行事業 平成　8　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

目的
(何のために実施する
のか）

市民自らが学習意欲を高め、主体的に学習活動に参加することができるように市民に親しみと関心の持てる情報を提供
する。また、オアシス通信を通して各団体と社会教育行政の関係を強化していく。

各保育所、幼稚園、各小中学校の全児童、生徒、老人クラブに配布。
公共施設、市内各企業、町内会等に職員が手渡しで配布。各町内会には回覧を依頼している。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民 地域、家庭、学校との連携を深め、学校行事や地域行事、社会教育事業への積極的参加が促進される。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

(26年度)

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200

実績値 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,100 3,100 3,100 3,100

計画値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

ほぼ達成されている 達成されている ほぼ達成されている

変わらない 変わらない 少し上がっている

少し上がっている 変わらない 変わらない

総合評価 良好である 良好である 良好である

自己分析：
様々な団体や個
人とその活動を
紹介すること
で、生涯学習の
意義や楽しさを
知ってもらう手
段としてオアシ
ス通信の意義は
大きい。

自己分析：
身近な情報をわ
かりやすく紹介
する紙面を充実
させ、読んでも
らえる広報紙と
して定着してい
る。

自己分析：
年齢に応じて求
められる生涯学
習情報の提供や
いきいきと活動
する団体や個人
の紹介を学校や
町内会等を通じ
て全市民に発信
している。

判断理由：
職員が通信を持
参し直接手渡し
で配布すること
で、町内会の理
解も深まり広く
情報提供ができ
るようになった
ことから良好と
判断。

自己分析：
生涯学習に関す
る幅広い情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報すなが
わとはちがう配
布手段をとるこ
とでお互いを補
完した形で情報
発信となってい
る。

自己分析：
生涯学習情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報すなが
わとの差別化に
よりお互いを補
完した形で連携
を図っている。

判断理由：
広報すながわと
違う方向性の情
報発信を心掛け
ることにより幅
広い情報を市民
に提供できるよ
うになっている
ことから良好と
判断した。

自己分析：
生涯学習情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報「すな
がわ」と異なる
配布手段とする
ことで、相互補
完的な情報発信
媒体としての効
果があり、学習
活動に取り組む
団体や個人を紹
介することによ
り、主体的な学
習活動につなが
る構成となるよ
う配慮した内容
にしている。

自己分析：
生涯学習情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報「すな
がわ」と異なる
配布手段とする
ことで、相互補
完的な情報発信
媒体としての効
果があり、学習
活動に取り組む
団体や個人を紹
介することによ
り、主体的な学
習活動につなが
る構成となるよ
う配慮した内容
にしている。

自己分析：
生涯学習情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報「すな
がわ」と異なる
配布手段とする
ことで、相互補
完的な情報発信
媒体としての効
果があり、学習
活動に取り組む
団体や個人を紹
介することによ
り、主体的な学
習活動につなが
る構成となるよ
う配慮した内容
にしている。

自己分析：
生涯学習情報を
提供する広報紙
として認識さ
れ、広報「すな
がわ」と異なる
配布手段とする
ことで、相互補
完的な情報発信
媒体としての効
果があり、学習
活動に取り組む
団体や個人、学
校関係行事を紹
介することによ
り、幅の広い紙
面構成・内容と
なるようにして
いる。

判断理由：
活動指標は計画
値に及ばなかっ
たが、その9割
の実績をあげて
おり、成果指標
は計画値に達し
ているため、事
業の達成度や成
果は概ね良好な
状態であり、効
率性も大きく変
化していないこ
とから、良好で
あると判断し
た。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

H30：
地域に密着した生涯学習情報を広く周知することで、生涯学習に取り組むきっかけづくりにつなげるこ
とは依然として重要であることから、掲載内容の工夫をしつつ継続する。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
町内会での回覧
や家庭教育サ
ポート企業、学
校、保育園、老
人クラブなど
様々な場面で情
報提供を行うこ
とで、個人や団
体の学習意欲が
高まり主体的な
学習活動が推進
された。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
地域に密着した通信として、身近な情報や活動を広く周知すること
で、地域活動がさらに活発化することを目指し継続する。

H28：
地域に密着した通信として、身近な情報や活動を広く周知すること
で、地域活動がさらに活発化することを目指し継続する。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/部　）

3,200

3,200

100.0

成果指標１
（単位/％　）

100.0

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：オアシス通信発行部数 指標の求め方：月の発行部数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：町内会の配布率 指標の求め方：配布町内会数/町内会数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6－2－2 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 200,000 200,000 600,000 0 600,000

60,000 100,000 160,000 0 0 160,000

60,000 60,000 100,000 220,000 0 0 220,000

60,000 60,000 60,000 180,000 1,000 1,000 3,000 0 183,000

60,000 1,000 1,000 62,000 300,000 123,000 624,000 0 686,000

144 173 374 691 0 73,741 253,820 0 254,511

60,000 60,000 60,000 180,000 201,000 201,000 603,000 0 0 0 0 0 783,000

60,000 61,000 101,000 222,000 300,000 123,000 624,000 0 0 0 0 0 846,000

60,144 60,173 100,374 220,691 0 73,741 253,820 0 0 0 0 0 474,511

講師謝礼
60,000円
消耗品63,000円

講師謝礼
260,000円
消耗品40,000円

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 青年教育事業 平成　18　年度　～　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

　次の4つのワークショップを行う。
①コミュニケーションを図るワークショップ
②企業を訪問して行う職業ワークショップ
③青年同士が日ごろの思いを交流する青年ワークショップ
④ロータリークラブや青年会議所の方を講師に迎えて実践的ワークショップ

目的
(何のために実施する
のか）

人生観や価値観、また地域振興上の課題等に際し、社会教育が解決や社会変化等に対応するための役に立つ手段である
ことを市民に知ってもらい、仲間づくりを通じて自己の存在と価値を再認し、所属感を得つつ、自己の確立、地域振
興、まちづくりへの意識付けや積極的な参画を促す。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内在住又は市内企業に勤務する青年
仲間作りの場となる。
地域活動やまちづくりへの参画促進が図られる。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

平成19年度から各企業に声かけを行い参加者を募集している。平成23年度からは家庭教育サポート企業との連携開始。平成２９年度より実施事業ではなく相談事業として事業形態を変更して実施。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

地 方 債 計　画　額

予算計上額

計　画　額道 費

実　績　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

1,000

実　績　額

200,000

予算計上額

そ の 他 計　画　額

講師謝礼の減、
消耗品の増

180,079

予算計上額 201,000

実　績　額

講師謝礼
120,000円
消耗品35,000円
印刷製本20,000
円
手数料26,000円

180,079実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 消耗品費の増 講師謝礼の増

事 業 費 合 計 計　画　額 201,000

201,000予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

実績との比較
（増減理由）

同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

講師謝礼の減、
消耗品の減

印刷製本費の減 青年団体自主事
業として実施

同額同額

講師謝礼
60,000円
消耗品41,000円

講師謝礼
20,000円
消耗品41,000円

講師謝礼
20,000円
消耗品 20,000
円
借上げ料
20,000円

事業費予算の
内容

講師謝礼、手数
料の増

講師謝礼、消耗
品の増



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 25 25 25 25 25 25 25 25 25

実績値 29 37 28 25 15

計画値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

達成されている 達成されている あまり達成されていない

変わらない 変わらない
あまり上がってい

ない

少し上がっている
あまり上がってい

ない
変わらない

総合評価 良好である 普通である 普通である

自己分析：
家庭教育サポー
ト企業と連携
し、参加者を募
り仲間づくりや
まちづくりへの
関心を高めてい
る。

自己分析：
参加者同士の交
流が深まり、継
続して参加する
青年が増加する
傾向が見えてき
た。

自己分析：
家庭教育サポー
ト企業との連携
によりコミュニ
ケーション能力
を高め仲間づく
りの場としての
活動が企業から
評価されてい
る。

判断理由：
企業からの配慮
で参加しやすい
職場環境の整備
が図られてい
る。参加者アン
ケートからも評
価は高いことか
ら良好と判断。

自己分析：
青年団体による
自主的な地域振
興・まちづくり
に関する運営事
業に対し、助言
指導を行う運営
形式で実施した
が、継続参加す
る青年が少数
だった。

自己分析：
ニーズ調査を行
い各回も内容を
変え広報なども
様々な工夫を凝
らしながら行っ
たが、参加希望
が増えず固定化
された少人数の
参加で推移し
た。
　次年度につい
ては実施事業で
はなく相談事業
として事業内容
を変えて構築し
直していく。

判断理由：
参加登録者は多
いが実際に事業
に参加したり、
継続して参加す
る人数は限られ
ており、目的の
効果が出ている
とは言い難い。

自己分析：
青年主体の学習
ニーズに対し随
時相談に応じる
事業へ移行した
ため、各指標に
該当する実績値
はない。
平成29年度にお
いては、相談案
件はなかった
が、青年の学習
ニーズに応じた
活動を支援する
仕組みとしては
相談体制を設け
る意義は大き
い。

自己分析：
青年主体の学習
ニーズに対し随
時相談に応じる
事業へ移行した
ため、各指標に
該当する実績値
はない。
平成30年度にお
いては、相談案
件はなかった
が、青年の学習
ニーズに応じた
活動を支援する
仕組みとしては
相談体制を設け
る意義は大き
い。

自己分析：
青年主体の学習
ニーズに対し随
時相談に応じる
事業へ移行した
ため、各指標に
該当する実績値
はない。
令和元年度にお
いては、相談案
件はなかった
が、青年の学習
ニーズに応じた
活動を支援する
仕組みとしては
相談体制を設け
る意義は大き
い。

自己分析：
青年主体の学習
ニーズに対し随
時相談に応じる
事業へ移行した
ため、各指標に
該当する実績値
はない。
令和２年度にお
いては、相談案
件はなかった
が、青年の学習
ニーズに応じた
活動を支援する
仕組みとしては
相談体制を設け
る意義は大き
い。

判断理由：
事業の手段を見
直したことか
ら、活動指標、
成果指標とも該
当する数値がな
いため、事業の
達成度、成果
は、良好ではな
いが、事業コス
トは発生してい
ないため、効率
性は悪くなく、
青年の学習ニー
ズに沿った事業
形態であること
から、全体とし
ては普通である
と判断した。

今後の方向性 現状のまま継続 手段の見直し 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：参加人数 指標の求め方：参加登録人数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：事業の満足度 指標の求め方：参加者アンケートで事業目的が達成されたと回答した人の割合

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

活動指標１
（単位/人/延）

25

35

成果指標１
（単位/％　）

100.0

100.0

H30：
家庭教育サポート企業訪問にあわせて、相談体制を整えていることを伝え、このしくみの利用促進に努
めているが、実績には結びついていない。第71回成人式の参加者に対して実施したアンケート調査で
「現在、学びたいことはありますか？」という質問に対する回答結果を見ると、地域の課題解決やまち
づくりへの参画に対する意識というよりは、英語、法律、介護や作業療法など仕事に直結するような実
学的な知識や技能の習得を求めているものとみられる。この学習環境を教育行政が整備するのは非常に
困難であることから、集合学習による事業ではなく、青年の学びに対する後押しができるような現時点
で実施している相談体制を継続することが必要と考える。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
参加者の仲間づ
くりという面で
は一定の成果は
みられたが、ま
ちづくりへの意
識づけを促すま
では至らなかっ
た。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
自ら考え行動できる人材の育成を図り、積極的に市内の各事業への
参画が進むよう引き続き継続して実施する。

H28：
時代の変化とともにコミュニケーションの取り方や興味対象の多様
化の中で、同年代の集まりに参加しようと言う考え方が失われつつ
ある。事業達成のための参加者の確保をどのようにしていくか手段
内容を再検討する。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

224,000 224,000 224,000 672,000 207,000 207,000 621,000 163,000 207,000 207,000 207,000 784,000 2,077,000

224,000 212,000 207,000 643,000 179,000 155,000 509,000 163,000 195,000 189,000 196,000 743,000 1,895,000

221,016 203,171 166,001 590,188 176,371 135,714 484,761 146,807 190,049 184,986 25,068 546,910 1,621,859

224,000 224,000 224,000 672,000 207,000 207,000 621,000 163,000 207,000 207,000 207,000 784,000 2,077,000

224,000 212,000 207,000 643,000 179,000 155,000 509,000 163,000 195,000 189,000 196,000 743,000 1,895,000

221,016 203,171 166,001 590,188 176,371 135,714 484,761 146,807 190,049 184,986 25,068 546,910 1,621,859

実　績　額

地 方 債 計　画　額

食糧費の減

実績との比較
（増減理由）

執行残 執行残 消耗品費と印刷
製本費の減

食糧費の減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

対象人数により
食糧費の増減が
ある

消耗品費の減
と、対象人数に
より食糧費の増
減がある

印刷製本費の減
と対象人数によ
る食糧費の増減
がある。

対象人数により
食糧費の増減が
ある

実　績　額 172,676

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

207,000事 業 費 合 計 計　画　額

実　績　額 172,676

事業費予算の
内容

対象人数により
印刷製本費、食
糧費の増減があ
る

壇上花代が増大
する一方、対象
人数の減により
増減がある

食糧費の減

予算計上額 175,000

対象人数により
食糧費の増減が
ある

消耗品
49,000円
食糧費
145,000円
印刷製本費
1,520円

消耗品
40,000円
食糧費
147,000円
印刷製本費
1,260円

消耗品
20,000円
食糧費
173,000円
印刷製本費
1,470円

対象人数により
食糧費の増減が
ある

消耗品
20,000円
食糧費
159,000円
印刷製本費
28,000円

対象人数により
食糧費の増減が
ある

式典事務用品の
追加及び案内封
筒印刷単価の上
昇による増

食糧費の減 式典の延期によ
る消耗品費、食
糧費の減　3月
補正 △168千円

消耗品費の減 食糧費の減

予算計上額

207,000

予算計上額 175,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

新成人が自ら考え企画運営する成人式になるようサポートしている。
平成18年度より交流センターゆうに会場を移し、平成19年度からはスィートロードとの連携により市内のお菓子を提供するようになり保護者の参加も増加している。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 成人式運営事業 昭和　23　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

目的
(何のために実施する
のか）

人生に有意義な変化と折り目をつけ、厳粛で清新な気分を味わい、新しい生活の展開への動機付けとなる場とする。
新成人で世話人会を組織し、世話人会が成人式で行いたい企画を地域の人材で組織された運営ボランティアで協議し、
運営を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

新成人、市民
行政主導ではなく新成人と地域の方々が運営をすることによりすべての新成人に対して主体として式参加の自覚を促す
ことができる。
仲間づくりや故郷砂川に対する誇りを再認識出来る。

第３次実施４カ年計画

実施４カ年
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

(26年度)

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

消耗品
30,000円
食糧費
154,000円
印刷製本費
28,000円

消耗品
10,000円
食糧費
179,000円
印刷製本費
35,000円

消耗品
20,000円
食糧費
141,000円
印刷製本費
2,000円

消耗品
20,000円
食糧費
133,000円
印刷製本費
2,000円

消耗品
20,000円
食糧費
157,000円
印刷製本費
1,190円

消耗品
20,000円
食糧費
153,000円
印刷製本費
 1,190円



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 35 35 35 35 40 40 40 40 40

実績値 24 17 19 23 20 15 11 9 17

計画値 75.0 75.0 75.0 75.0 80.0 80.0 80.0 80.0 80.0

実績値 65.0 72.3 74.6 73.7 73.6 69.9 71.9 76.3 ―

あまり達成されていない ほぼ達成されている あまり達成されていない

少し上がっている 変わらない 少し上がっている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 良好である 良好である 普通である

自己分析：
指標には達して
いないが、世話
人が企画運営し
た成人式は思い
出に残るもので
あり、仲間づく
りや郷土に対す
る愛着を確認で
きる事業となっ
ている。

自己分析：
たくさんの新成
人が参画する成
人式を目指して
いるが、新成人
の人数が減少
し、各出身小学
校から世話人を
確保することが
できなくなって
いる。

自己分析：
行政主導ではな
く、新成人や地
域住民が主体的
に運営する成人
式が実施されて
いる。

判断理由：
世話人のなり手
の確保は課題と
してあるが、成
人式への世話人
や運営ボラン
ティアの参画状
況は評価できる
ことから良好と
判断。

自己分析：
活動に参画する
人数は指標に達
していないが、
成人参加率は好
調である。

自己分析：
行政主導ではな
く、新成人や地
域住民が主体的
に運営する成人
式として実施さ
れ、郷土愛が育
まれている。

判断理由：
世話人ボラン
ティアの確保は
常に課題だが、
自立的運営がな
されており良好
と判断。

自己分析：
新成人世話人会
や運営ボラン
ティアを十分に
確保できていな
い状態はある
が、新成人が主
体的に事業の企
画段階から参画
しながら実施し
ている。

自己分析：
市外転出等によ
り新成人世話人
が減少傾向にあ
るが、主体的に
新成人が事業の
企画段階から参
画できる体制が
維持しながら実
施できている。

自己分析：
新成人の人口減
少や市外転出等
により新成人世
話人が減少傾向
にあるが、主体
的に新成人が事
業の企画段階か
ら参画できる体
制が維持しなが
ら実施できてい
る。

自己分析：
新成人の人口減
少や市外転出等
により新成人世
話人が減少傾向
にあるが、新成
人が主体的に事
業の企画段階か
ら参画できる体
制を維持しなが
ら実施できてい
る。新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により成
人式が延期と
なったため、成
果指標に該当す
る実績値はな
い。

判断理由：
活動指標が運営
ボランティアを
十分に確保でき
ないため、事業
の達成度は良好
ではないが、成
果指標が概ね計
画値に近い水準
にあることから
一定の成果があ
がっている一
方、効率性が大
きく変化してい
ないことから、
全体としては、
普通であると判
断した。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

H30：
新成人が事業の企画段階から参画しながら実施する方式は本市の特徴的な手法であることから、今後も
継続して実施する。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
新成人で世話人
会を組織し、成
人式で行いたい
企画を地域の人
材で組織された
運営ボランティ
アと協議するこ
とで仲間づくり
や故郷砂川への
誇りを再認識出
来る事業となつ
ている。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
多くの新成人が世話人として企画運営に携わることができるよう、
世話人の募集や運営ボランティアの関わり方について見直しが必
要。

H28：
新成人の企画した成人式を地域住民が助言指導しながら実施してい
く方式を今後も継続させる。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/人　）

35

16

75.9

成果指標１
（単位/％　）

75.0

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：新成人の参加率 指標の求め方：新成人参加人数／新成人参加対象数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：地域住民の参画人数 指標の求め方：活動に参画する新成人世話人会・運営ボランティアの人数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 楽習の達人事業（学習相談事業） 平成　5　年度　～　―　年度

第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－1 社会教育課社会教育係

地域で学習活動を行っている人の情報や、グループサークルの活動内容、各種事業で活用した講師経歴などの情報一覧
を作成し、市民の要望に応じた情報提供や人材の紹介を行う。

目的
(何のために実施する
のか）

市民自らが学習意欲を高め、主体的に生涯学習を行うことができる環境整備を図る。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
市民が学ぶ楽しさを知り、学習意欲が高まる。
学びの成果を生かした知識の還元や地域リーダーの発掘・育成が図られる。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

平成6年度から12年度までは、「すながわの生涯学習指導者」の名称で活動
平成13年から「楽習の達人」に名称を変更
平成20年から「学校支援地域本部事業」が始まり、グループサークルや市内企業と連携した学習支援活動が進んだ。
以降、楽習の達人に限らず様々な学習相談に応じていることから、平成25年度より事業名称を「学習相談事業」に変更し事業内容の拡充を行う。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

実施３カ年
合　　　計

地 方 債 計　画　額

予算計上額

計　画　額道 費

実　績　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実　績　額

0実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

事 業 費 合 計 計　画　額 0

0予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

実績との比較
（増減理由）

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

事業費予算の
内容



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 30 30 30 40 40 40 40 40 40

実績値 38 17 10 10 10 13 13 5 5

計画値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 ― ― 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 60.0

あまり達成されていない あまり達成されていない あまり達成されていない

あまり上がってい
ない

変わらない 少し上がっている

あまり上がってい
ない

変わらない 変わらない

総合評価 問題がある 普通である 普通である

自己分析：
楽習の達人登録
者の高齢化に伴
い毎年登録人数
が減少してい
る。現在は、公
民館グループ
サークルや家庭
教育サポート企
業などの活用が
進んでいるた
め、個人登録制
度の見直しなど
改善策が必要で
ある。成果につ
いては、利用者
アンケートの提
出が無かったた
め実績値が出せ
ていない。

自己分析：
相談者のニーズ
に応じた生涯学
習情報や人材、
団体の紹介など
を行う学習相談
事業へ移行す
る。成果につい
ては、利用者ア
ンケートの提出
が無かったため
実績値が出せて
いない。

自己分析：
廃止

判断理由：
楽習の達人制度
が市民のニーズ
に合わなくなり
利用頻度が極め
て低いことか
ら、平成２５年
度より市民の
二ーズに応じた
学習相談事業へ
変更した。

自己分析：
生涯学習に関す
る相談窓口とし
て機能してお
り、相談後の反
応も良好であ
る。

自己分析：
生涯学習以外の
相談に対応する
ケースもある
が、反応はおお
むね良好であ
る。

判断理由：
様々な生涯学
習・体験学習に
関する実施や講
師の情報を市民
が個人的に収集
することは限界
があり、相談・
紹介窓口として
の役割は果たさ
れている。

自己分析：
市民の多様な学
習ニーズに応
じ、相談を受け
ており、計画値
には及んでいな
いが、前年度と
比較すると受理
件数は若干増加
しており、相談
後の反応もおお
むね良好であ
る。

自己分析：
市民の多様な学
習ニーズに応
じ、相談を受け
ており、計画値
には及んでいな
いが、前年度と
比較すると受理
件数は若干増加
しており、相談
後の反応もおお
むね良好であ
る。

自己分析：
市民の多様な学
習ニーズに応
じ、相談を受け
ており、計画値
には及んでいな
いが、相談後の
反応もおおむね
良好である。

自己分析：
計画値には及ん
でいないが、市
民の多様な学習
ニーズに応じ、
相談を受けてい
る。新型コロナ
ウイルス感染症
の影響により、
紹介した内容で
の事業実施に至
らないことが
あったため、成
果指標が計画値
に達しなかっ
た。

判断理由：
活動指標が計画
値に及ばなかっ
たことから、事
業の達成度は良
好ではないが、
成果指標は計画
値に達しており
一定の成果があ
がっているこ
と、効率性も大
きな変化がない
ため、普通であ
ると判断した。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：学習相談を受けた件数 指標の求め方：学校支援や家庭教育サポート企業からの学習相談を含めた学習相談受理件数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：学習支援を受けた人の満足度 指標の求め方：利用者アンケートで事業目的が達成されたと回答した人の割合

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

活動指標１
（単位/人/延）

40

10

成果指標１
（単位/％　）

100.0

100.0

H30：
生涯学習に取り組むきっかけづくりとしても重要な仕組みであることから、適宜事業の周知を図りなが
ら継続して実施する必要がある。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
市民のニーズに
応じた学習相談
事業へ変更し、
公民館グループ
サークルや家庭
教育サポート企
業、ボランティ
ア団体の活用相
談があった。ま
た、地域で学習
活動を行ってい
る人などへの相
談もあり市民に
活用された。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
個人登録による楽習の達人制度を見直し、公民館グループサークル
や砂川市家庭教育サポート企業などと連携して、生涯学習情報の共
有化を図り、市民のニーズに応じた学習相談を進める。

H28：
相談者の感想は良好だが、どこに相談していいか分からないという
声も聞かれるため、広報手段を考える必要がある。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

事業の効率性
(事業費に対する成果)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

15,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 15,000 15,000 60,000 150,000

15,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 15,000 15,000 60,000 150,000

14,700 15,000 3,350 33,050 0 14,688 23,188 6,960 0 0 9,647 16,607 72,845

15,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 15,000 15,000 60,000 150,000

15,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 45,000 15,000 15,000 15,000 15,000 60,000 150,000

14,700 15,000 3,350 33,050 0 14,688 23,188 6,960 0 0 9,647 16,607 72,845

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 読書活動推進事業 昭和　58　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－2 図書館管理係

目的
(何のために実施する
のか）

読書の普及・啓発に係る事業を実施することにより、読書に親しむ機会が得られ、子どもの読書習慣の定着化や自主的
な学習活動を支援するとともに図書館の利用拡大を図る。

読書推進事業（ボランティア活用事業、おはなし会、巡回文庫、乳児健診利活用事業、読書週間事業など)
学校における読書推進（学校図書館支援、授業における図書館利用など）
広報活動（広報、社会教育情報誌への掲載、館内刊行物、ポスター、パンフレット、ホームページの更新など）

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

図書館事業としては、現図書館が開館した昭和58年度よりボランティア活用事業、おはなし会、巡回文庫、平成4年度より読書週間事業、平成16年度より乳児健診利活用事業といった読書推進事業を開始した。
平成19年度からは学校における読書推進を開始した。また、開館当時からこれらの取り組みに係る広報活動も開始し、社会の要請や時代のニーズ等に応じて目的を見直し、これに沿って実施時期、場所、内容を変更しつつ現在に至っている。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
市民の読書への関心を持つ市民が拡大される
読書を習慣とする子どもが拡大される
図書館に来館する市民が拡大される

道 費

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

計　画　額

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

予算計上額

実　績　額 8,500

事業費予算の
内容

予算計上額

15,000

15,000

15,000

予算計上額

そ の 他 計　画　額

前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額 前年度同額前年度同額前年度同額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度同額前年度同額 前年度同額

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

前年度同額

執行残 未執行

8,500

事 業 費 合 計 計　画　額

未執行

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

予算計上額

前年度同額

一 般 財 源 計　画　額

15,000

予算計上額

実　績　額

執行残

実績との比較
（増減理由）

未執行 執行残執行残

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実　績　額

執行残

予算計上額

同額 同額

国 費 計　画　額

実　績　額

実　績　額

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入

読み聞かせ用品
購入



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価 66502 66172 -0.50%

計画値 30 30 30 30 30 30 30 30 30

実績値 29 45 51 47 59 61 81 71 30

計画値 3.9 4.0 4.1 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8

実績値 3.9 3.7 4.1 3.8 3.8 3.9 3.7 3.8 2.9

達成されている 達成されている 達成されている

あまり上がってい
ない

あまり上がってい
ない

あまり上がってい
ない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 問題がある 普通である 普通である

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度74,320冊
であるのに対し
72,163冊と約
2.4％減少して
いるが、市民1
人当たりの年間
貸出冊数は計画
値と同値となっ
ている

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度72,263冊
であるのに対し
67,477冊と約
6.6％減少して
おり、市民1人
当たりの年間貸
出冊数も計画値
を下回ってい
る。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度67,477冊
であるのに対し
75,496冊と約
11.8％増加して
おり、市民1人
当たりの年間貸
出冊数も計画値
を4.1冊を達
成。1回あたり
の貸出冊数を5
冊から10冊に増
やしている。

判断理由：
入館者一人当た
りの貸出冊数は
約3.4冊で昨年
並みで推移して
いるが、市民一
人当たり図書貸
出冊数の目標値
を4.0冊として
いるところ、約
3.7冊であった
ので目標とする
実績は得られて
はいないため。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度74,971冊
であるのに対
し、67,133冊と
10.5%減少お
り、市民1人当
たりの年間貸出
冊数も計画値を
下回っている。
※7～11月の公
民館耐震改修等
工事で公民館が
休館。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度67,133冊
であるのに対
し、66,172冊と
1.4%減少してお
り、市民1人当
たりの年間貸出
冊数も計画値を
下回っている。
※児童書架改修
工事により8月
30日～9月15日
まで図書館休
館、9月16日～9
月30日まで児童
書の貸出休止。

判断理由：
市民一人当たり
の図書貸出冊数
の目標値を4.3
冊としていると
ころ、3.8冊で
あった。目標と
する実績は得ら
れていない。7
～11月の公民館
耐震改修等工事
で公民館が休館
したことが影響
したと思われ
る。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度66,172冊
であるのに対し
66,502冊と約
0.5％増加して
いる。市民1人
当たりの年間貸
出冊数は、昨年
度とほぼ同じで
あり、1回あた
りの冊数10冊は
定着してきてい
る。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度66,502冊
であるのに対
し、63,794冊と
4.0%減少してお
り、市民一人当
たりの年間貸出
冊数も計画値を
下回っている。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度63,794冊
であるのに対
し、63,592冊と
0.3%減のほぼ横
ばいとなってお
り、市民一人当
たりの年間貸出
冊数は、昨年度
よりも増加して
いる。

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度63,592冊
であるのに対
し、47,646冊
と.25.1%減と
なっており、市
民一人当たりの
年間貸出冊数
も、昨年度より
も減少してい
る。
※新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止対策のた
めの臨時休館や
閲覧利用自粛、
高校生以下の利
用自粛の期間、
事業の中止が
あった。

判断理由：
入館者一人当た
りの貸出冊数は
約2.8冊で昨年
並みで推移して
いるが、市民一
人当たり図書貸
出冊数の目標値
を4.6冊として
いるところ、約
3.7冊であった
ので目標とする
実績は得られて
はいないが、図
書館行事数は計
画値を上回って
開催しているた
め。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

指標名：図書館行事開催数 指標の求め方：図書館行事を開催した回数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：市民一人当たり図書貸出し冊数 指標の求め方：年間貸出冊数/年度末人口

活動指標１（「手段」をもとに設定）

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H28：
市民一人当たりの貸出冊数は目標を下回っているが、図書館行事開
催数は目標値を上回っており、行事参加者におおむね好評であるこ
とから、現状を維持する方向で読書環境の充実を図る。

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回　）

30

44

成果指標１
（単位/冊　）

事業の効率性
(事業費に対する成果)

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

自己分析：
年間貸出冊数は
前年度75,496冊
であるのに対し
74,971冊と約
0.7％減少して
いるが、市民1
人当たりの年間
貸出冊数も計画
値を4.2冊を達
成。1回あたり
の貸出冊数10冊
が定着してきて
いる。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

H25：
図書館の市民一人当たりの貸出冊数が目標を下回っていることなど
を鑑み、平成25年度より一人当たりの貸出冊数を５冊以内としてい
たところを１０冊に増やし、読書環境の充実を図ることとしたとこ
ろである。

4.2

H30：
市民一人当たりの貸出冊数は目標を下回っているが、図書館行事開催数は目標値を上回っており、行事
参加者におおむね好評であることから、現状を維持する方向で読書環境の充実を図る。

4.2



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

181,000 973,000 973,000 2,127,000 305,000 341,000 987,000 278,000 285,000 285,000 285,000 1,133,000 4,247,000

181,000 349,000 305,000 835,000 284,000 271,000 900,000 278,000 277,000 261,000 266,000 1,082,000 2,817,000

145,990 348,948 304,070 799,008 283,064 270,548 895,680 277,574 276,294 260,058 265,430 1,079,356 2,774,044

181,000 973,000 973,000 2,127,000 305,000 341,000 987,000 278,000 285,000 285,000 285,000 1,133,000 4,247,000

181,000 349,000 305,000 835,000 284,000 271,000 900,000 278,000 277,000 261,000 266,000 1,082,000 2,817,000

145,990 348,948 304,070 799,008 283,064 270,548 895,680 277,574 276,294 260,058 265,430 1,079,356 2,774,044

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

先進地視察のた
めの予算の増

執行残

実績との比較
（増減理由）

執行残 執行残 執行残 執行残

ブックスタート
実施回数の増

執行残 執行残執行残 執行残 執行残

先進地視察のた
めの予算の減

ブックスタート
見積もり人数の
減

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

絵本単価、パッ
ク単価の増

ブックスタート
見積もり人数の
増

前年度予算と
の比較

（増減理由）

ブックスタート
見積もり人数の
減

実　績　額 342,068

事 業 費 合 計 計　画　額 341,000

Ｈ23年度新規予
算

講師謝礼の削減

予算計上額 345,000

実　績　額 342,068

事業費予算の
内容

ブックスタート
見積もり人数の
減

予算計上額

341,000

予算計上額 345,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成23年度を開始年度とする砂川市子ども読書活動推進計画の計上事業として事業の実施、あるいは検討を開始し、現在に至っている。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

事業性質区分 新規・継続 3－2－2 図書館管理係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 子ども読書活動推進事業 平成　23　年度　～　―　年度

目的
(何のために実施する
のか）

子どもが「いつでも」、「どこでも」、「だれでも」読書に親しみ、読書の大切さを知ることができるよう子どもの読
書活動をみんなで支え、読書を通じて子どもが自主的に読書活動ができる環境を創出する。

子ども読書活動を支えるボランティアの養成、研修・活動機会の提供
子ども読書活動に対する学校、家庭、地域における取り組みに対する情報提供や助言等の支援
ブックスタート、ブックプレゼント事業の実施
その他、子ども読書活動の環境整備

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

18歳未満の市民
読書を自発的に行う子どもが拡大される
図書館に来館する子どもが拡大される

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費
講師謝礼

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費

ブックスタート
パック購入費
先進地視察

ブックスタート
パック購入費
講師謝礼

ブックスタート
パック購入費
講師謝礼



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 2 2 2 2 2 2 2 2 2

実績値 2 6 1 0 0 0 0 0 0

計画値 31.2 30.2 29.2 27.2 26.2 25.2 24.2 23.2 22.2

実績値 32.7 27.0 37.1 21.2 27.8 43.4 27.8 28.3 33.9

計画値 12 12 12 12 12 12 12 12 12

実績値 12 12 12 12 12 12 12 12 12

計画値 49.7 46.7 43.7 37.7 34.7 31.7 28.7 25.7 20.7

実績値 46.3 50.0 49.1 39.7 45.7 50.0 50.0 31.5 39.3

計画値 128 128 128 128 128 128 128 128 128

実績値 46 101 101 93 90 88 101 78 66

計画値

実績値

達成されている 達成されている 達成されている

あまり上がってい
ない

少し上がっている
あまり上がってい

ない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 良好である 普通である

自己分析：
読書する時間を
持たない小中学
生の割合が微増
している。ブッ
クスタート事業
を11月に開始し
たことをはじめ
「砂川市子ども
読書活動推進計
画」に基づき新
たな取り組みも
開始したが効果
はまだ表れてい
ない

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生の割合は減少
し、改善された
が、中学生の割
合が増大し、計
画値も上回り、
読書をしない中
学生が増加して
いる。平成24年
度より、新学習
指導要領が本格
実施となり、授
業時数が増加し
たことも影響し
ているのではな
いかと思われ
る。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。平成24年
度より、新学習
指導要領が本格
実施となり、授
業時数が増加し
たことも影響し
ているのではな
いかと思われ
る。

判断理由：
全国学力学習状況
調査の結果で、平
成24年度における
読書する時間を持
たない児童・生徒
の割合を小学生は
30.2％、中学生は
46.7％に減らすこ
とを目標としてい
たが、小学生は
27.0％、中学生は
50.0％となってお
り、中学生は目標
に達しなかった
が、小学生は目標
に達したことから
ある程度の実績は
あがっているた
め。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生の割合は減少
し、計画値を上
回ったが、中学
生の割合が増加
し、計画値を下
回っている。
「第1次砂川市
子ども読書活動
推進計画」の最
終年だったが、
読書をする時間
を持たない小学
生の割合が減少
したことから、
一定程度の効果
があったと思わ
れる。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。毎年度対
象学年ごとの調
査であり、経過
を見ることはで
きず、単年度ご
との結果になっ
ている。

判断理由：
全国学力学習状
況調査の結果
で、平成28年度
における読書す
る時間を持たな
い児童・生徒の
割合を小学生は
26.2％、中学生
は34.7％に減ら
すことを目標と
していたが、小
学生は27.8％、
中学生45.7％と
なっており、ど
ちらも目標には
達しなかった。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。毎年度小
６・中３の対象
学年ごとの調査
であり、経過を
見ることはでき
ず、単年度ごと
の結果になって
いる。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。毎年度小
６・中３の対象
学年ごとの調査
であり、経過を
見ることはでき
ず、単年度ごと
の結果になって
いる。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生の割合が増加
し、中学生の割
合は減少してい
るが、どちらも
計画値を下回っ
ている。毎年度
小６・中３の対
象学年ごとの調
査であり、経過
を見ることはで
きず、単年度ご
との結果になっ
ている。

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。毎年度小
６・中３の対象
学年ごとの調査
であり、経過を
見ることはでき
ず、単年度ごと
の結果になって
いる。

判断理由：
全国学力学習状
況調査の結果
で、平成30年度
における読書す
る時間を持たな
い児童・生徒の
割合を小学生は
24.2％、中学生
は28.7％に減ら
すことを目標と
していたが、小
学生は27.8％、
中学生50.0％と
なっており、ど
ちらも目標には
達しなかった
が、乳児健診の
受診者へはブッ
クスタートの絵
本を配布してる
等一定程度の効
果はあったと思

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
第2次砂川市子ども読書活動推進計画に沿って学校における読書活動を下支えするための連携強化や、
子ども読書活動ボランティアの人材育成と活用を図り、子どもの読書環境の充実を図る。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
読書をする時間
を持たない小学
生・中学生の割
合が増加し、計
画値を下回って
いる。毎年度対
象学年ごとの調
査であり、経過
を見ることはで
きず、単年度ご
との結果になっ
ている。

12

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　中期的な視点から事業手段をとらえる必要があることから、現状
のまま継続することとするが、学校における読書活動を下支えする
ための連携強化や子ども読書活動ボランティアの養成とその活動の
場の提供等課題と的確に把握し、この課題解決に向けた取り組みは
一定程度行っていく。

H28：
第2次砂川市子ども読書活動推進計画の初年度であることから、学
校における読書活動を下支えするための連携強化や、子ども読書活
動ボランティアの人材育成と活用を図り、子どもの読書環境の充実
を図る。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

28.2

12

成果指標２
（単位/％　）

成果指標３
（単位/　　）

活動指標３
（単位/人　）

128

102

活動指標２
（単位/回　）

指標名： 指標の求め方：

36.1

41.1

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回　）

2

1

成果指標１
（単位/％　）

指標名：一日当たり読書を全くしない小学生の割合 指標の求め方：全国学力・学習状況調査実績値

活動指標２ 指標名：子ども読書活動関連通信紙発行回数 指標の求め方：毎月１回発行予定

40.7

活動指標３ 指標名：ブックスタート書籍配布人数 指標の求め方：乳児健診受診者数

成果指標３

成果指標２ 指標名：一日当たり読書を全くしない中学生の割合 指標の求め方：全国学力・学習状況調査実績値

活動指標１（「手段」をもとに設定）
指標名：子ども読書活動推進ボランティア研修開
催回数

指標の求め方：年間２回開催予定

成果指標１（「成果」をもとに設定）



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

3－2－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

566,000 566,000 566,000 1,698,000 416,000 416,000 1,248,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,610,000

566,000 566,000 416,000 1,548,000 348,000 416,000 1,180,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,392,000

492,000 536,000 408,000 1,436,000 166,000 314,000 836,000 330,000 268,000 198,000 130,000 926,000 3,198,000

566,000 566,000 566,000 1,698,000 416,000 416,000 1,248,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,610,000

566,000 566,000 416,000 1,548,000 348,000 416,000 1,180,000 416,000 416,000 416,000 416,000 1,664,000 4,392,000

492,000 536,000 408,000 1,436,000 166,000 314,000 836,000 330,000 268,000 198,000 130,000 926,000 3,198,000

講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼 講師謝礼

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公民館主催事業 昭和　56　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係

目的
(何のために実施する
のか）

地域課題や市民の学習ニーズに対応した講座・教室・講演会を開設して、継続的学習を行う新規グループ・サークルの
設立や既存グループ・サークルの活性化を図りながら、誰もが経済力等の境遇に左右されることなく公平に学ぶことの
できる機会を確保し、地域課題の解決、市民の教養の向上や技術の習得につなげる。

地域課題や市民の学習ニーズに対応した講座・教室・講演会を企画し、広報すながわ・オアシス通信・パンフレット等
により受講案内をし、申し込みについては公民館窓口又は電話等で受け付ける。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

公民館開設以来、各種の講座、教室などを開催している。
その内容は教養や健康・生活・技能など多岐にわたり、毎年内容の見直しを行いながら現在に至っている。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

一般市民
講座・教室・講演会にできるだけ多くの市民に参加してもらうことにより、地域課題の解決、市民の教養の向上や技術
の習得の機会が確保される。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

予算計上額

道 費

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

計　画　額

予算計上額

実　績　額 356,000

事業費予算の
内容

講師謝礼

前年度同額 前年度同額前々年度同額前年度同額

416,000

一 般 財 源 計　画　額 416,000

416,000

実　績　額

文化振興事業交
付金移行分の減
△150千円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度同額前年度同額

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△182千円

実　績　額

地 方 債 計　画　額

公民館閉館によ
る開催回数の減

事 業 費 合 計 計　画　額

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△60千円

予算計上額

実　績　額

予算計上額 416,000

予算計上額

実　績　額 356,000

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△102千円

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△86千円

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△148千円

実績との比較
（増減理由）

市民大学講師謝
礼の減
３月補正
△218千円

市民大学、公民
館講座・教室等
講師謝礼の減
３月補正
△286千円

講師謝礼が不要な
講師を招聘したこ
となどによる。
３月補正
△74千円

市民大学講演会
の講師謝礼が安
価でできたため
３月補正
△34千円

執行残

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 15 15 15 15 15 15 15 15 15

実績値 12 17 15 11 16 14 13 16 8

計画値 189 187 185 181 179 176 174 172 170

実績値 218 212 255 253 438 377 299 344 161

達成されている 達成されている 達成されている

上がっている 変わらない 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
講座等の開催回
数は計画値を下
回っているが、
受講者数は対前
年度比で213人
に対して218人
と５人程度増加
しており、成果
指標でも計画値
を上回ってい
る。また、受講
者からの評価も
高いため

自己分析：
事業指標につい
ては計画値を上
回っている。ま
た、受講者アン
ケートの内容も
評価が高かっ
た。しかし、前
年度と比較する
と受講者数が減
少している。

自己分析：
事業の実施回数
は計画どおり実
施。受講者数も
増加している。
受講者アンケー
トの内容も評価
が高く、事業実
績は上がってい
る。

判断理由：
目標値を187人
としていたとこ
ろ、212人で目
標を上回ってお
り、受講生数は
前年度より減少
したため。

自己分析：
事業実施回数
は、計画値を下
回っている。ま
た、受講者数は
若干減少してい
る。公民館閉館
の影響はある。
受講者アンケー
トの満足度は高
い。講師、テー
マ、内容によ
り、受講者数の
ばらつきが生じ
る。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を若干
上回っている。
また、受講者数
も増加してい
る。受講者アン
ケートの内容も
評価が高く、事
業実績は上がっ
ている。

判断理由：
受講者数目標値
は、上回ってい
る。事業実施回
数が受講者の増
減の直接要因で
はないと考え、
判断したため。

自己分析：
事業の実施回数
はほぼ計画値ど
おりとなってい
る。受講者数に
ついては減少傾
向ではあるが、
計画値を上回っ
ていて、受講者
アンケートの内
容は評価が高い
ことからも、事
業実績は一定程
度上がってい
る。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を下
回っている。受
講者数について
は減少傾向では
あるが、計画値
を上回ってい
て、受講者アン
ケートの内容は
評価が高いこと
からも、事業実
績は一定程度上
がっている。

自己分析：
事業の実施回数
は計画値を若干
上回っている。
また、受講者数
も増加してい
る。受講者アン
ケートの内容も
評価が高く、事
業実績は一定程
度上がってい
る。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症の拡
大防止対策のた
め、事業を中止
したことから、
事業の実施回数
は計画値を大幅
に下回り、受講
者数も若干下
回ったが、受講
者アンケートで
の評価は高いこ
とから、それな
りに事業実績は
あがっている。

判断理由：
受講者数目標値
は、上回ってい
る。事業実施回
数が受講者の増
減の直接要因で
はないと考えた
ため。

今後の方向性 縮小 現状のまま継続 現状のまま継続

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：公民館講座等受講者数 指標の求め方：公民館講座等受講者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：公民館講座等実施回数 指標の求め方：年度内に実施した市民大学講演会、公民館講座、公民館教室の開催回数

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回 ）

15

10

成果指標１
（単位/人 ）

183

277

H30：
　公民館主催事業以外にも、多様な主体な学習機会の提供がされているが、社会教育法に定める公民館
の目的のため、現状を継続する方向で主催事業を進める。受講者アンケート等を参考にしながら、効果
的な事業推進を図る。受講者アンケートの満足度は高い。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　公民館だけではなく、多様な主体による学習機会の提供を促すこ
とにより、より効果的な事業の推進を図ることができると考えられ
ることから、主催事業を縮小する。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

H28：
　公民館以外でも、多種多様な学習機会の提供がされており、現状
を維持する方向で主催事業を進める。受講者アンケート等を参考に
しながら、効果的な事業推進を図る。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

自己分析：
事業実施回数
は、下回ってい
るが、受講者数
は増加してい
る。
受講者アンケー
トの満足度は高
い。内容的に
は、体験型の講
座が好評であ
る。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 12,000 12,000 12,000 12,000 48,000 48,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 6,000 6,000 6,000 6,000 24,000 24,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 25,000 25,000 25,000 25,000 100,000 100,000

0 0 0 0

0 0 0 0

49,000 49,000 98,000 51,000 51,000 153,000 8,000 8,000 8,000 8,000 32,000 283,000

0 51,000 51,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 408,000

0 8,000 8,000 50,760 50,760 152,520 50,920 50,760 50,534 8,635 160,849 321,369

0 49,000 49,000 98,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 455,000

0 0 51,000 51,000 51,000 51,000 153,000 51,000 51,000 51,000 51,000 204,000 408,000

0 0 8,000 8,000 50,760 50,760 152,520 50,920 50,760 50,534 8,635 160,849 321,369

予算計上額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度同額（支
出費目変更）

執行残

実績との比較
（増減理由）

増減なし 講座開催時の会
場借上料が必要
ないことによる
執行残

同額

前年度事業計画
なし

執行残 事業が実施でき
なかったため減
３月補正
△42千円

執行残 執行残 執行残

前年度同額 前年度同額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

前年度同額 前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額

実　績　額 51,000

事 業 費 合 計 計　画　額 51,000

平成25年度新規
計上

予算計上額 51,000

実　績　額 51,000

事業費予算の
内容

前年度同額

予算計上額

51,000

予算計上額 51,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成２３年度より事業実施に向けて意向調査・調整等を行い、平成２５年度より実施している。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 出張公民館事業 平成　23　年度　～　―　年度

目的
(何のために実施する
のか）

公民館グループ・サークルと連携し、公民館へ来館が困難な市民に対して学習機会を提供できるようにし、公民館グ
ループ・サークルの学習成果の地域還元をすることによるグループ・サークルの活性化を促すとともに地域における学
習機会を確保する。

公民館グループ・サークルで活動している人材が主体となり、市内東・南・北地区コミュニティセンターあるいは地域
から要請があれば町内会館等で講座を開催することに関する必要な調整を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

公民館への来館が困難な市民
公民館に来ることが困難な市民が身近な場所で学習機会があることを知ることにより学習活動に取り組む市民が増加す
る。また、公民館グループ・サークルの学習成果を地域還元することを通して新規会員が加入するなどのグループ・
サークルの活性化が図られる。

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費会場借上料会場借上料



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 3 3 3 3 3 3 3 3

実績値 0 3 1 4 6 10 4 0

計画値 30 30 30 30 30 30 30 30

実績値 0 147 14 123 135 303 178 0

達成されていない あまり達成されていない ほぼ達成されている

上がっていない
あまり上がってい

ない
少し上がっている

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 大きな問題がある 普通である 普通である

自己分析： 自己分析：
事業のニーズ把
握などを実現可
能性を研究する
必要があったこ
とから、実施に
は至らなかっ
た。

自己分析：
新規事業として
取り組み、3講
座の実施となっ
た。一定の成果
を上げている。

判断理由：
事業の実施に向
けた検討期間も
含めた計画を策
定すべきであっ
た。

自己分析：
１講座が開催実
施となった。公
民館（講師）か
らの声かけ等で
実施に結びつい
ている。

自己分析：
４講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

判断理由：
実施した団体で
は、おおむね好
評である。

自己分析：
６講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析：
10講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析：
４講座が開催実
施となった。講
座の内容に対す
る満足度は高
く、一定の成果
を上げている。

自己分析：
公民館に来館が
困難な市民や地
域の学習機会の
提供、学習の
きっかけ作り、
また、公民館グ
ループ・サーク
ルの学習成果を
地域に還元と
いった効果が期
待できる意義深
い事業ではある
が、新型コロナ
ウイルス感染症
の拡大の影響が
あり、令和２年
度は講座を開催
することができ
なかった。

判断理由：
実施した団体で
は、おおむね好
評であり、ま
た、公民館グ
ループ・サーク
ルの学習成果を
地域還元する機
会となったた
め。

今後の方向性 手段の見直し 現状のまま継続 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
　本事業は、継続的なグループ・サークルの活動ではなく、体験活動や見学の機会の提供として進めて
いく。平成２５年度より事業を開始し、福祉施設への慰問希望があることから、実施も可能としている
ところである。申し込み方法等、団体への周知に努めていく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
3講座が開催実
施となった。1
講座について
は、定期的に活
動が継続されて
いる。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　市における高齢化の進行等の状況を鑑みると、公民館へ来場して
学習機会を持つことが困難な市民が多くなってきていることは、主
催事業への参加者数の減少や公民館グループ・サークル活動を休止
するサークルが出てきていることから明らかではある。このことか
ら、学習活動を始めるきっかけを作るためにも、本事業の実施が必
要であることから、実施に向け検討することとするため。

H28：
　事業実施初年度より３年を経過した。申し込み方法の簡便化や団
体への周知、公民館（講師）からの声かけに努める。福祉施設への
慰問希望があることから実施も可能とした。継続的な活動よりは、
体験活動機会の提供として実施を進めたい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

30

76

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/講座）

3

3

成果指標１
（単位/人　）

指標名：参加者数 指標の求め方：全参加者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：講座開催数 指標の求め方：年度内に開催した講座の数

成果指標１（「成果」をもとに設定）



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

1,696,000 1,696,000 0 0 1,696,000

1,696,000 1,696,000 0 0 1,696,000

1,680,000 1,680,000 0 0 1,680,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,988,000 10,629,000 13,617,000 439,328,000 8,782,000 467,869,000 2,181,000 24,731,000 14,930,000 7,295,000 49,137,000 530,623,000

2,988,000 0 25,800,000 28,788,000 539,807,000 8,610,000 568,176,000 2,181,000 19,994,000 15,965,000 7,304,000 45,444,000 642,408,000

2,781,240 11,942,385 24,465,000 39,188,625 534,695,439 8,104,883 561,052,322 2,268,114 19,882,800 15,121,737 7,181,713 44,454,364 644,695,311

4,684,000 10,629,000 0 15,313,000 439,328,000 8,782,000 467,869,000 2,181,000 24,731,000 14,930,000 7,295,000 49,137,000 532,319,000

4,684,000 0 25,800,000 30,484,000 539,807,000 8,610,000 568,176,000 2,181,000 19,994,000 15,965,000 7,304,000 45,444,000 644,104,000

4,461,240 11,942,385 24,465,000 40,868,625 534,695,439 8,104,883 561,052,322 2,268,114 19,882,800 15,121,737 7,181,713 44,454,364 646,375,311

パネルヒーター
改修（6月補
正）
網戸購入(当
初）

耐震診断委託
網戸購入
カーテン等修繕
消防設備改修

図書館ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ改
修工事・公民館避
難用垂直式救助袋
更新・公民館備
品・図書館備品

図書館屋上防水改
修工事・閉架書庫
移動式書架改修工
事、郷土資料室備
品、図書館備品

公民館ボイラー更
新工事、公民館備
品、郷土資料室備
品、図書館管理シ
ステム等購入

公民館放送設備改
修工事（当初）
公民館キッズス
ペース備品（９月
補正）

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公民館、郷土資料室及び図書館施設整備事業 　―　年度　～　―　年度

実　績　額

目的
(何のために実施する
のか）

公民館、郷土資料室及び図書館施設機能を維持することにより、市民一人ひとりの学習ニーズや地域課題の要請に応じ
た生涯学習の拠点機能を確保するため。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

【公民館】…昭和56年10月14日完成、大規模改修については、昭和56年度排水管制水扉設置工事、昭和57年度水防対策設備工事、昭和59年度地下書庫改修工事、昭和60年度スピーカー取付工事、平成２年度オイル配管改修工事、平成４年度ボ
イラー補修工事、平成６年度屋上防水補修工事、内部改修工事、平成14年度放送設備改修工事、平成15年度温水ボイラー改修工事、平成19年度トイレ改修工事、平成21年度西側外壁塗装等工事を実施した
【図書館】…昭和58年２月１日完成、大規模な改修については、昭和62年度地下車庫シャッター取付工事、平成21年度西側外壁塗装等工事、平成22年度南側外壁等改修工事を実施した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 社会教育課文化学習係
図書館管理係

定期的に施設の状態を点検・記録し、施設本体、設備又は備品等の破損・劣化頻度を把握しつつ、長期的視点から最も
低廉な費用で計画的な改修・管理を行う。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市公民館、郷土資料室及び図書館 施設の機能に起因した事故や苦情がなくなる。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

19,759,000

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

道 費

予算計上額

地 方 債 計　画　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

予算計上額

計　画　額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

18,252,000

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 19,759,000

実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

改修事業等の内
容が異なること
による減少

改修事業等の内
容が異なること
による減少

改修事業等の内
容が異なること
による増加

19,759,000

改修事業等の内
容が異なること
による減少

入札減３月補正
△113千円他、
見積もり合わせ
による減、執行
残。

入札による減
移動ステージ、オーブ
ンレンジ等６月補正
5,627千円パネルヒー
ター、擁壁等３月補正

1,608千円

予算計上額

実　績　額

18,252,000実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 19,759,000

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

改修事業等の内
容が異なること
による増加

改修事業等の内
容が異なること
による減少

改修事業等の内
容が異なること
による減少

入札による減

実績との比較
（増減理由）

入札、見積もり
合わせによる減
3月補正
△87千円

パネルヒーター改
修箇所増分の増、
6月補正12,831千
円、3月補正△
1,017千円

入札による減 入札による減 入札による減３月
補正△129千円、
公民館キッズス
ペース備品９月補
正217千円

入札、見積もり合
わせによる減３月
補正△426千円、
図書館備品３月補
正315千円

入札減３月補正△
839千円他、見積
もり合わせによる
減、執行残。

改修事業等の内
容が異なること
による減少

事業費予算の
内容

改修事業等の内
容が異なること
による増加

改修事業等の内
容が異なること
による増加

図書館児童書架
改修工事、陶芸
窯更新、児童書
架備品

耐震改修等工事耐震改修等実施
設計委託（当
初）

図書館空調設備
改修（当初）



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 360 359 359 360 359 359 359 360 359

実績値 360 359 359 207 359 359 356 359 315

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

達成されている 達成されている 達成されている

変わらない 上がっている 上がっている

変わらない 少し上がっている 変わらない

総合評価 普通である 良好である 普通である

自己分析：
現在の施設が建
設以来30年を経
過し、施設の老
朽化に伴う破損
や故障が増えて
きている。

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増大
してきている。

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増え
ている。図書館
空調設備が改修
され、利用環境
が整えられた。

判断理由：
施設・設備の老
朽化・陳腐化が
進行しているこ
とから、現代的
な学習ニーズや
課題に十分対応
できる状態では
ないが、必要な
改修等は実施し
最低限の施設機
能の維持を図ら
れている。

自己分析：
耐震改修等工事
を行い、耐震、
老朽化した施
設・設備が整え
られた。公民館
閉館中のグルー
プ・サークルの
活動施設調節な
ど公民館が実施
し、継続して活
動された。

自己分析：
耐震改修等工事
の後も、公民館
施設の保守・設
備の維持は定期
的に行った。図
書館は児童書架
改修工事により
一定程度、利用
環境は整えられ
た。

判断理由：
耐震改修等工事
を行い、耐震、
老朽化した施
設・設備が整え
られたことか
ら、学習環境は
改善されてい
る。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。開館
日数の減につい
ては、平成30年
北海道胆振東部
地震により、避
難所が開設され
たことによるも
のである。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。

自己分析：
耐震改修等工事
後、公民館施設
の保守・設備の
維持を定期的に
行っている。図
書館についても
保守・設備の維
持を定期的に行
い、利用環境
は、一定程度整
えられた。

判断理由：
公民館は耐震改
修等工事を行
い、耐震、老朽
化した施設・設
備が整えられ、
また、計画的な
設備の修繕も行
われた。また、
郷土資料室、図
書館において
も、必要な改修
等を実施して最
低限の施設機能
の維持を図って
いることから、
学習環境は改善
されている。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：開館日数 指標の求め方：公民館の開館日数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：施設機能に起因する使用不能件数 指標の求め方：年度内における施設機能が起因して使用できない件数をカウント

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

0

H30：
　公民館は耐震改修等工事を行ったことから大規模な改修・修繕は予定していないが、設備備品の更新
は必要であり、計画的に行っていく。
　また、郷土資料室内展示については、昭和56年の開設以来大規模な改修・修繕を行っていないことか
ら、全面的な改修を検討して行く。
　図書館についても、建設以来３０年以上経過していることことから、施設・設備の定期的な点検を行
いながら、計画的な大規模修繕が必要である。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
施設・設備の老
朽化に伴い、破
損や故障が増え
ている。耐震改
修等工事に向
け、実施設計を
行なった。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　定期的に施設・設備の点検をしながら、必要となる改修・修繕箇
所の把握に努めているが、予想していない箇所の故障や破損が散見
されている。また、公民館の耐震強度が不足しているが改修の方向
性については検討中である。

H28：
　公民館耐震改修等工事を行ったことから大規模な改修・修繕は予
定していない。ただし、隣接する図書館が建設以来30年以上経過し
ていることから、施設・設備の点検をしながら、計画的な修繕の検
討が必要である。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

事業の効率性
(事業費に対する成果)

活動指標１
（単位/日　）

359

359

成果指標１
（単位/件　）

0



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,764,000 1,764,000 1,764,000 5,292,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 7,152,000 17,772,000

1,764,000 1,800,000 1,800,000 5,364,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,335,000 2,765,000 8,700,000 19,392,000

1,764,000 1,800,000 1,794,000 5,358,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,314,340 2,651,622 8,565,962 19,251,962

1,764,000 1,764,000 1,764,000 5,292,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 1,788,000 7,152,000 17,772,000

1,764,000 1,800,000 1,800,000 5,364,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,335,000 2,765,000 8,700,000 19,392,000

1,764,000 1,800,000 1,794,000 5,358,000 1,776,000 1,776,000 5,328,000 1,788,000 1,812,000 2,314,340 2,651,622 8,565,962 19,251,962

司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬 司書報酬及び
期末手当

同額

司書報酬の増額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度同額 前年度同額 司書報酬交通費
の減額

同額

実績との比較
（増減理由）

同額 司書報酬の増額 司書報酬交通費
の減額

勤務日数減（病
欠）による減額

時間外未執行に
よる残

同額 同額 同額

前年度同額 前年度同額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

司書報酬の増額 司書報酬の増及
び期末手当支給
による増額

司書報酬の増額 司書報酬の時間
数増による増額

実　績　額 1,776,000

事 業 費 合 計 計　画　額 1,776,000

予算計上額 1,776,000

実　績　額 1,776,000

事業費予算の
内容

司書報酬

予算計上額

1,776,000

予算計上額 1,776,000

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

平成８年度より、生涯学習社会の到来を迎え、市民に親しまれ利用しやすい施設づくりの一環として市民の学習意欲に応える様、一律午前10時から午後６時までだった開館時間を水・金の週２日間、午後８時までの開館に変更した。

道 費 計　画　額

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次

予算計上額

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 図書館管理係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 図書館開館時間延長事業 平成　8　年度　～　―　年度

目的
(何のために実施する
のか）

通常の開館時間（10：00～18：00）に図書館の利用が困難な市民に対して、図書館の開館時間を延長する日を設け、市
民の利便性向上に繋げる。

毎週水曜日及び金曜日（祝日を除く）の開館時間を20：00まで2時間延長。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

通常の開館時間に図書館の利用が困難な市民。
開館時間を延長することにより、その時間帯における来館者・貸出が増加し、図書館の利用機会の拡大を図ることがで
きる。

実施３カ年
合　　　計

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 97 99 96 98 98 98 96 97 98

実績値 97 94 93 96 91 91 96 94 69

計画値 1,079 1,086 1,092 1,103 1,107 1,112 1,116 1,119 1,122

実績値 3,382 3,413 3,939 2,395 2,158 2,892 2,658 2,524 1,010

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっている
あまり上がってい

ない
あまり上がってい

ない

変わらない 変わらない
あまり上がってい

ない

総合評価 良好である 普通である 普通である

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。1回あたり
の貸出冊数を5
冊から10冊に増
やしている。

判断理由：
開館時館延長日
における平成23
年度実績と比較
すると平成24年
度の１日当たり
の来館者は減少
しているが、貸
出冊数は増加し
ており、入館者
１人当たりの貸
出冊数を比較す
ると4.1冊から
4.4冊と増加し
ている。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。※7～11月
の公民館耐震改
修等工事で公民
館が休館。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。※児童書架
改修工事により
8月30日～9月15
日まで図書館休
館、9月16日～9
月30日まで児童
書の貸出休止。

判断理由：
開館時間延長日
における平成26
年度実績と比較
すると平成27年
度の貸出は減少
している。7～
11月の公民館耐
震改修等工事の
影響があったと
思われる。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っている。平
成8年度より事
業を開始し、市
民に定着してい
る。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っている。平
成8年度より事
業を開始し、市
民に定着してい
る。

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値を上
回っているが、
夜間開館時に貸
出した冊数は前
年度より減少し
ている

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
夜間開館時に市
民に貸出した冊
数計画値及び夜
間開館時に貸出
した冊数は前年
度より減少して
いる。
※新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止対策のた
め、当初予定よ
り27日減少

判断理由：
開館時間延長日
における平成29
年度実績と比較
すると平成30年
の貸出は減少し
ている。だが、
計画値から見る
と上回ってお
り、事業が市民
に定着してきて
いる。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

H30：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を継続していく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
日中図書館利用
が困難な市民の
生涯学習機会を
確保する本事業
の意義は高く、
平成8年度より
事業を開始し、
市民に一定程度
定着してきてい
る。1回あたり
の貸出冊数を5
冊から10冊に増
やしている。

事業の効率性
(事業費に対する成果)

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を
継続したいという方針ではあるが、一部に事業の拡大を望む声もあ
ることから、事業実績の動向に注視しつつ、地域の就業時間帯や図
書館の置かれている環境などを総合的に勘案する必要はある。

H28：
　事業が利用者に対して認知されてきていることから当面は事業を
継続していく。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/日　）

99

97

成果指標１
（単位/冊　）

1,097

4,052

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：夜間開館実施日数 指標の求め方：年度内に夜間開館を実施した日数をカウント

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：夜間開館時市民貸出冊数 指標の求め方：夜間開館時に市民に貸出した冊数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) (31年度) (32年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 325,000 1,000,000 1,000,000 2,325,000 2,325,000

0 0 324,918 998,294 1,005,260 2,328,472 2,328,472

4,546,000 4,546,000 4,546,000 13,638,000 4,559,000 4,559,000 13,652,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 18,236,000 45,526,000

4,529,000 4,516,000 4,528,000 13,573,000 4,544,000 4,535,000 13,613,000 4,547,000 4,533,000 4,543,000 4,546,000 18,169,000 45,355,000

4,489,765 4,513,957 4,531,511 13,535,233 4,538,658 4,527,602 13,596,847 4,533,327 4,527,377 4,545,635 4,538,051 18,144,390 45,276,470

4,546,000 4,546,000 4,546,000 13,638,000 4,559,000 4,559,000 13,652,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 4,559,000 18,236,000 45,526,000

4,529,000 4,516,000 4,528,000 13,573,000 4,544,000 4,535,000 13,613,000 4,547,000 4,858,000 5,543,000 5,546,000 20,494,000 47,680,000

4,489,765 4,513,957 4,531,511 13,535,233 4,538,658 4,527,602 13,596,847 4,533,327 4,852,295 5,543,929 5,543,311 20,472,862 47,604,942

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 図書充実事業 昭和　58　年度　～　―　年度

実　績　額

目的
(何のために実施する
のか）

図書等の必要な資料を適切に収集、整理、保存しながら市民に供し、教養、調査研究等市民の自主的学習を支援する。

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

昭和57年度の図書館の開館と同時に事業を開始。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画

事業性質区分 新規・継続 3－2－3 図書館管理係

利用者ニーズや図書の発刊の状況、蔵書の構成や図書の利用状況を見据え、計画的に図書等を整備し、適正に整理・保
存できるようにしたうえ、これらに関して分かりやすく案内・提供するとともに、利用者等からの相談に応じる。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民一般、団体
より多くの市民に利活用されるようにすることにより、市民の教養の向上や地域課題の解決に繋がる糸口が見いだされ
る。

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

4,534,000

実　績　額

実施４カ年
合　　　計(26年度)

道 費

予算計上額

地 方 債 計　画　額

予算計上額

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

予算計上額

計　画　額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

4,530,587

予算計上額

一 般 財 源 計　画　額 4,534,000

実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

購入予定雑誌等
の変更による減

購入予定雑誌等
の変更による減

購入予定雑誌等
の変更による増

4,534,000

購入予定雑誌等
の変更による減

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

予算計上額

実　績　額

4,530,587実　績　額

事 業 費 合 計 計　画　額 4,534,000

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

購入予定雑誌等
の変更による減

寄付金による増 購入雑誌単価変
動による増

購入雑誌等の刊
行時の単価変動
による増

実績との比較
（増減理由）

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

購入雑誌等の刊
行時の単価変動
による増

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

不定期刊行雑誌
の刊行回数が少
なかったため

寄付金による増 寄付金、購入雑
誌等の刊行時の
単価変動による
増

購入予定雑誌等
の変更による増

事業費予算の
内容

消費税増税分の
増

購入予定雑誌等
の変更による減

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費

図書購入費
雑誌等購入費



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000 72,000

実績値 72,263 67,477 75,496 67,133 66,172 66,502 63,794 63,592 47,646

計画値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0

あまり達成されていない あまり達成されていない あまり達成されていない

少し上がっている 少し上がっている 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。1
回あたりの貸出
冊数を5冊から
10冊に増やして
いる。

判断理由：
前年度の１日当
たりの貸出冊数
は256.3冊で
5.3％程度減少
しているが、入
館者一人当たり
の貸出冊数は昨
年並みで、入館
者に対しての
ニーズはある程
度満たしてい
る。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。※
7～11月の公民
館耐震改修等工
事で公民館が休
館。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っている。※
児童書架改修工
事により8月30
日～9月15日ま
で図書館休館、
9月16日～9月30
日まで児童書の
貸出休止。

判断理由：
平成27年度の1
日当たりの貸出
冊数は239.7冊
で、10.2％程度
減少している
が、7～11月の
公民館耐震改修
等工事で公民館
が休館したこと
が影響したと思
われる。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っているが、
１年度間の貸出
冊数は計画値を
下回っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っているが、
１年度間の貸出
冊数は計画値を
下回っている。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っており、年
間貸出冊数は前
年度と比べて
0.3%減のほぼ横
ばいとなってい
るが、１年度間
の貸出冊数の計
画値は下回って
いる。

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
最大限配慮した
事業の推進を
行っているが、
年間貸出冊数は
前年度と比べて
25.1%減少して
いる。
※新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止対策のた
めの臨時休館や
閲覧利用自粛、
高校生以下の利
用自粛の期間が
あった。

判断理由：
平成30年度の1
日当たりの貸出
冊数は231.9冊
で4.0％程度減
少しているが、
入館一人当たり
の貸出冊数は昨
年並みで、入館
者に対しての
ニーズはある程
度満たしてい
る。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：年間貸出冊数 指標の求め方：１年度間の貸出冊数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：図書館業務に対する苦情件数 指標の求め方：１年度間に寄せられる苦情件数

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

0

H30：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用しやすい読書環境を整えていく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
貸出図書のリク
エストに応える
など、利用者
ニーズに対して
は最大限配慮し
た事業の推進を
行っている。1
回あたりの貸出
冊数を5冊から
10冊に増やして
いる。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用価値が高まる
取組を進めている。

H28：
　読書ニーズや地域課題を把握し、市民にとって利用しやすい読書
環境を整えていく。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

指
標

事業の効率性
(事業費に対する成果)

活動指標１
（単位/冊　）

72,000

74,971

成果指標１
（単位/件　）

0


